
城西国際大学薬学部　5 年生　葛生  実玖

薬用部位

薬効

生薬名

用途 消炎排膿薬、鎮痛薬とみなされる漢方薬に配合される。

防風通聖散 （ボウフウツウショウサン） 、

荊芥連翹湯（ケイガイレンギョウトウ） など

発汗、去痰作用

根

防風 （ボウフウ） 局方生薬

　

ボ
ウ
フ
ウ
は
漢
字
で
防
風
と
書
き
、
風
邪

を
防
ぐ
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
中
国
か
ら
日
本
に
渡
来
し
ま
し
た
が
、

一
時
絶
滅
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
我
が
国

で
は
ボ
ウ
フ
ウ
の
代
用
と
し
て
自
生
し
て
いた
ハ

マボ
ウ
フ
ウ
が
使
用
さ
れ
て
いま
し
た
。
薬
効
は

似
て
いま
す
が
、
花
の
形
状
は
違
いま
す
。
ハ

マボ
ウ
フ
ウ
な
ら
九
十
九
里
浜
に
生
息
し
て
い

る
ので
探
し
て
見
る
のも
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

　

ボ
ウ
フ
ウ
は
草
丈
が
１
m
位
あ
り
、
花
期

は
夏
～
秋
で
、
複
数
の
小
さ
い
白
い
花
を
つ

け
、
散
形
花
序
と
いう
セ
リ
科
特
有
の
花
の

形
を
し
て
いま
す
。
果
実
は
カ
メ
ム
シ
のよ
う
な

強
い
臭
い
が
あ
る
の
で
触
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
生
薬
で
使
わ
れ
る
根
の
部
分
は
、
春
、

秋
に
収
穫
し
、
茎
葉
と
泥
を
除
いて
日
干
し

し
た
も
のを
用
いま
す
。

　

防
風
通
聖
散
と
いう
漢
方
薬
の名
前
を
聞

いた
こ
と
のあ
る
方
は
多
いので
は
な
いで
し
ょ
う

か
。
ボ
ウ
フ
ウ
は
こ
の
漢
方
薬
に
含
ま
れ
て
いま

す
。
漢
方
で
肥
満
は
、
比
較
的
体
力
が
あ
り

筋
肉
質
で
が
っし
り
と
し
た
固
太
り
タ
イ
プ
と
、

比
較
的
体
力
が
な
く
む
く
み
や
す
い水
太
り
タ

イ
プ
の
大
き
く
２
つの
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
防
風
通
聖
散
は
固
太
り
タ
イ
プ
の
方

に
用
いら
れ
、
肥
満
を
解
消
し
や
す
い体
質
に

改
善
す
る
のに
良
いと
言
わ
れ
て
いま
す
。

学名：Saposhnikovia divaricate Schischkin 　科名：セリ科
ボウフウ

肥満体質改善Vol.159



城西国際大学薬学部　5 年生　青木  則子

薬用部位

薬効

生薬名

用途 民間療法では興奮剤として用いる。

清涼飲料（コーラ）の原料

中枢神経興奮、胃液分泌促進、脂質分解、

消化管運動促進作用

堅果

コラ子

　

世
界
中
で
全
世
代
か
ら
愛
さ
れ
て
いる
清

涼
飲
料
と
いえ
ば
、
コー
ラ
で
す
ね
。
コカ
コー

ラ
は
ア
メ
リ
カ
の
薬
剤
師
が
香
り
高
いカ
ラ
メ
ル

色
の
シ
ロッ
プ
を
調
合
し
、
炭
酸
水
と
混
ぜ

合
わ
せ
て
提
供
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
誰
も

が
知
っ
て
いる
コー
ラ
で
す
が
、
名
前
の
由
来

を
ご
存
じ
で
す
か
。
コー
ラ
の原
料
の一
つで
あ

る
コラ
ノ
キ
の
種
子
「
コー
ラ
ナ
ッ
ツ
」
に
由

来
し
ま
す
。

　

コラ
ノ
キ
は
、
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
部
ア
フ
リ

カ
の
熱
帯
雨
林
に
生
育
し
、
樹
高
20
ｍ
ほ
ど

に
な
る
常
緑
樹
で
す
。
そ
の
木
か
ら
収
穫
さ
れ

る
大
き
な
種
子
は
、
コー
ラ
ナ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ

ま
す
。
コー
ラ
ナ
ッ
ツ
は
、
中
枢
神
経
を
興

奮
さ
せ
る
ア
ル
カ
ロイ
ド
の
一
種
で
あ
る
カ
フ
ェ

イ
ンを
豊
富
に
含
有
し
ま
す
。
そ
のカ
フ
ェイ
ン

含
有
量
は
天
然
カ
フ
ェ
イ
ンの
原
料
と
さ
れ
る

コー
ヒ
ー
や
カ
カ
オ
よ
り
多
いた
め
、
効
率
的

な
天
然
カ
フ
ェ
イ
ンの
原
料
と
し
て
注
目
さ
れ

て
いま
す
。
さ
ら
に
ココア
の３
倍
の
デ
ンプ
ンが

含
ま
れ
る
一
方
、
脂
肪
分
が
少
な
いこ
と
も

特
徴
で
す
。

　

興
奮
剤
と
し
て
エナ
ジ
ー
ド
リ
ンク
等
に
使

用
さ
れ
る
コー
ラ
ナ
ッ
ツ
由
来
の
天
然
カ
フ
ェ

イ
ン
は
、
ダ
イ
エッ
ト
食
品
や
口
臭
抑
制
剤

等
の
利
用
に
向
け
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
いま

す
。

学名：Cola nitida A. Cheval. 　科名：アオギリ科
コラノキ

コーラの原料Vol.160



城西国際大学薬学部　5 年生　青木  則子

薬用部位

薬効

生薬名

用途 葉を煎じた液を去痰薬やうがい薬として用いる。

民間薬としてリウマチ（浴湯料）に用いる。

鎮咳、去痰作用

葉

八角金盤（ハッカクキンバン）

　

古
く
から
日
本
に伝
わ
る伝
説
上
の山
の神
様

で
あ
る「
天
狗
」
が
持
って
いる
羽
団
扇
を
ご
存

じ
です
か。
魔
物
を
追
い払
い、
風
を
操
る
力
が

あ
る
と
さ
れ
る
この羽
団
扇
に似
ている
こと
か
ら
、

ヤツデ
は
別
名
「
テング
ノハウ
チワ」
と呼
ば
れ
て

お
り
、
魔
除
け
の縁
起
物
とさ
れ
ていま
す
。

　

ヤ
ツ
デ
は
、
沖
縄
か
ら
南
関
東
以
南
に
分

布
し
、
暖
か
い土
地
の海
岸
近
く
に
あ
る
林
に

自
生
し
て
お
り
、
庭
園
樹
と
し
て
も
栽
培
さ
れ

て
いる
日
本
固
有
の
植
物
で
す
。
そ
の
大
き
な

掌
形
の葉
には
７
～
９
つの深
い切
れ
込
み
が
あ

り
、「
ヤ
ツ
デ
」
の名
前
の由
来
と
な
って
いま
す
。

11
～
12
月
に
は
枝
先
に
丸
い花
序
を
つけ
、
黄

白
色 
の小
さ
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
ヤ
ツ
デ
の
葉
に
は
「
サ
ポ
ニン」
と
い

う
成
分
が
含
ま
れ
て
いま
す
。
サ
ポ
ニン
と
は

セ
ッ
ケ
ン様
の界
面
活
性
作
用
のあ
る
植
物
成

分
で
、
血
流
改
善
作
用
や
鎮
咳
、
去
痰
作

用
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
葉
を
煎
じ
た
液
に
は
咳

を
鎮
め
、
痰
を
と
る
効
果
が
あ
る
た
め
去
痰
薬

や
う
が
い薬
と
し
て
用
いら
れ
て
いま
す
。
し
か

し
、
サ
ポ
ニンは
過
剰
に
摂
取
す
る
と
溶
血
作

用
や
吐
き
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。
民
間
薬
と
し
て
葉
を
お

風
呂
に
浮
か
べる
と
血
流
の流
れ
が
良
く
な
り
、

新
陳
代
謝
を
促
す
作
用
が
あ
る
た
め
、
リ
ウ
マ

チ
に
効
く
と
いわ
れ
て
いま
す
。

学名：Fatsia japonica (Thunb.) Decne. et Planch. 　科名：ウコギ科
ヤツデ

魔を払う羽団扇Vol.161
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